
　

大
口
町
に
は
、
戦
前
の
大
口
村
出
身
で
あ
る
前ま
え

田だ

功い
さ
お氏

の
日
記
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
田
氏
の
日
記
か
ら
、
戦
争
体
験
や

村
の
様
子
を
見
て
い
く
。

第
一
節
　『
前
田
功
日
記
』
と
戦
前
・
戦
後
の
大
口	

前
田
功
氏
の
経
歴
と
『
前
田
功
日
記
』

　

日
記
の
筆
者
で
あ
る
前
田
功
氏
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三

月
に
大
口
村
で
生
ま
れ
た
。
前
田
家
は
農
業
及
び
桑
問
屋
を
営
ん
で

お
り
、
前
田
功
氏
も
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
農
家
と
し
て
地
区

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
二
月
に

六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
前
田
氏
は
三
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
を
持
つ
。
一

九
三
三
年
に
は
徴
兵
検
査
を
受
け
、
満
州
へ
出
兵
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
三
七
～
四
〇
年
に
か
け
て
、
日
中
戦
争
の
た
め
中
国
へ
出
兵
し

た
。
帰
郷
後
、
一
九
四
四
年
に
は
内
地
勤
務
と
し
て
兵
庫
県
淡
路
島

へ
再
び
出
兵
し
、
一
九
四
五
年
八
月
の
終
戦
後
、
大
口
村
へ
と
戻
っ

た
。

　
『
前
田
功
日
記
』
は
、

一
九
二
八
年
か
ら
一
九

八
一
年
（
う
ち
一
九
三

八
年
と
一
九
四
〇
年
分

は
欠
落
）
ま
で
と
、
長

期
間
ま
と
ま
っ
て
残
さ

れ
て
い
る
（
３
―
２
―

１
）。
年
に
よ
っ
て
使
用

し
て
い
る
日
記
帳
は
異

な
る
が
、
基
本
的
に
は

農
民
日
記
が
用
い
ら

れ
、
日
々
の
収
穫
物
・

第
二
章

住
民
意
識
の
変
化

3-2-1　『前田功日記』（1928年 1 月 1 日）
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農
作
業
な
ど
農
業
に
関
す
る
記
述
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中

に
は
当
時
の
世
相
や
地
区
の
運
営
に
対
す
る
考
え
も
多
く
綴つ
づ

ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
出
征
中
で
あ
っ
た
一
九
三
七
年
の
日
記
な
ど
は
陣
中

日
記
で
あ
り
、
戦
闘
の
様
子
を
は
じ
め
、
戦
線
の
最
前
線
に
立
っ
た

彼
の
、
緊
迫
し
た
胸
中
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

『
前
田
功
日
記
』
の
特
徴

　
『
前
田
功
日
記
』
の
特
徴
は
、
大
き
く
わ
け
て
三
点
あ
る
。
第
一

に
、
三
度
に
わ
た
る
従
軍
を
経
験
し
て
お
り
、
戦
地
で
の
生
活
や
、

一
兵
士
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
日
中
戦

争
で
は
第
三
師
団
歩
兵
第
六
連
隊
に
所
属
し
て
お
り
、
兵
士
の
活
動

を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
前
田
氏
は
、
常
に
戦
局
の

推
移
や
同
郷
部
隊
の
活
躍
に
関
心
を
持
ち
、
日
記
に
綴
っ
て
い
る
。

在
郷
中
の
村
の
戦
中
の
様
子
や
、
戦
後
の
復
興
へ
の
道
の
り
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

第
二
に
、
戦
中
・
戦
後
に
か
け
て
の
大
口
村
（
町
）
の
移
り
変
わ

り
を
、
住
民
の
目
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
前
田

氏
は
、
地
区
の
農
事
組
合
な
ど
の
役
員
を
務
め
、
供
出
の
割
当
や
祭

事
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
地
区
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
区

の
神
社
や
隣
町
に
あ
っ
た
映
画
館
と
い
っ
た
、
当
時
村
周
辺
に
あ
っ

た
建
造
物
と
住
民
の
関
わ
り
や
、
祭
り
の
様
子
も
し
ば
し
ば
記
述
が

あ
る
。

　

第
三
に
、
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
地
域
の
農
業
の
様
子
が
わ
か
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
中
に
お
い
て
は
、
米
・
麦
・
芋
・
野
菜
の

供
出
が
確
認
で
き
る
。
特
に
野
菜
に
つ
い
て
は
、
前
田
氏
は
隣
町
の

青
果
市
場
だ
け
で
な
く
、
名
古
屋
枇び

杷わ

島じ
ま

市
場
ま
で
出
荷
に
行
っ
て

お
り
、
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

農
業
の
ほ
か
に
は
、
養
蚕
・
養
豚
が
お
こ
な
わ
れ
、
戦
後
に
な
る

と
、
酪
農
や
、
杉
・
檜ひ
の
きと
い
っ
た
山
林
苗
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
を
主
と
し
つ
つ
、
他
の
産
業
を
あ
わ
せ
な
が
ら

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
戦
争
の
経
験

	

　

前
田
氏
は
三
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
を
持
つ
。
こ
の
う
ち
、
二
度

目
は
日
中
戦
争
で
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
に
大
口
村
を

出
て
名
古
屋
第
三
師
団
歩
兵
第
六
連
隊
に
属
し
た
。
中
国
で
の
任
務

は
長
く
、
帰
郷
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
続
く
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
も
、
一
九
四
四
年
八
月
に
召
集
令
状
が
届
き
、

三
度
目
の
出
兵
と
な
っ
た
。
今
度
は
内
地
で
あ
り
、
兵
庫
県
淡
路
島

に
て
、
糧
り
ょ
う

秣ま
つ

の
確
保
に
携
わ
っ
て
い
た
。

日
中
戦
争
へ
の
出
征

　

一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
と
し
て
日
中
戦
争

が
勃
発
し
た
。
前
田
氏
は
、
新
聞
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
よ
う

で
、「
北
支
事
変
、
拡
大
化
の
模
様
（
一
九
三
七
年
七
月
十
一
日
条
）」

や
、「
愈
々
日
支
全
面
的
衝
突
の
危
機
迫
る
（
一
九
三
七
年
七
月
十
四

日
条
）」
な
ど
、
欄
外
に
事
変
の
推
移
を
書
き
留
め
て
い
る
。

　

七
月
十
五
日
深
夜
、
大
口
村
を
含
む
愛
知
県
下
に
動
員
令
が
出
さ

れ
た
。『
前
田
功
日
記
』
に
は
、「
昨
夜
深
更
遂
に
動
員
下
令
さ
る
」

と
見
出
し
が
書
か
れ
、「
朝
、
果
然
動
員
令
の
話
で
三
々
五
々
寄
話
の

み
」（
一
九
三
七
年
七
月
十
六
日
条
）
と
あ
る
。
村
内
で
は
、
航
空
・

野
砲
・
高
射
砲
が
対
象
と
な
り
、
八
名
が
応
召
し
た
。

　

続
く
八
月
十
四
日
に
起
こ
っ
た
第
二
次
上
海
事
変
で
は
、
第
三
師

団
（
名
古
屋
）・
第
十
一
師
団
（
香
川
県
善
通
寺
）・
第
十
四
師
団
（
栃

木
県
宇
都
宮
）
に
動
員
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
第
三
師
団
は
、
八
月
十
八
日
に
先
遣
隊
が
出
発
し
、
十

九
日
に
は
歩
兵
第
六
連
隊
を
含
む
第
五
旅
団
な
ど
が
名
古
屋
港
か
ら

上
海
へ
向
け
て
出
港
、
二
十
三
日
に
は
揚
子
江
よ
り
上
陸
を
果
た
し

て
い
る
。
歩
兵
第
六
連
隊
の
戦
闘
被
害
は
甚
大
で
、
八
月
二
十
三
日

～
十
一
月
八
日
ま
で
に
死
者
九
八
七
人
・
負
傷
者
一
九
一
〇
人
を
出

し
た
。
特
に
八
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た

上
陸
作
戦
で
は
、
五
二
七
人
も
の
死
者
が
出
て
い
る
。
村
内
で
も
、

日
中
戦
争
に
よ
る
被
害
は
戦
死
者
二
七
名
、
戦
病
死
者
一
〇
名
と
さ

れ
て
お
り
、
被
害
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
召
集
令
下
る
。
待
に
待
っ
た
召
集
令
だ
。
俺
は
勇
躍
出
郷
せ
ん
。

見
よ
俺
の
意
気
を
。
午
后
十
一
時
半
、
令
状
を
受
領
す
。（
一
九
三

七
年
八
月
十
四
日
条
）

　
応
召
出
発
す
。
吾
か
意
気
を
見
よ
。
痛
快
だ
、
何
と
も
云
へ
ぬ
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胸
が
す
ー
っ
と
し
た
。
家
よ
り
万
歳
に
送
ら
る
。
午
後
三
時
家
、

集
合
。
挨
拶
を
受
け
、
三
明
神
社
参
拝
午
后
四
時
神
明
社
に
五
名

共
集
合
終
る
。
真
紅
の
襷
、
歓
呼
の
声
。
そ
し
て
俺
は
軍
歌
の
音

頭
を
取
る
。
此
の
意
気
を
見
よ
。（
中
略
）
神
よ
皇
軍
を
守
り
給

へ
。
其
の
声
は
全
国
民
の
祈
り
だ
。（
後
略
）（
一
九
三
七
年
八
月

二
十
日
条
）

　

村
内
で
も
応
召
が
続
き
、
八
月
十
四
日
、
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
前

田
氏
に
召
集
令
が
下
っ
た
。「
待
に
待
っ
た
召
集
令
だ
」
と
、
前
田
氏

は
意
気
込
み
を
綴つ
づ

る
。
村
を
出
発
し
た
二
十
日
条
を
見
る
と
、
ま
ず

地
元
の
氏
神
で
あ
る
三
明
神
社
に
参
拝
し
、
そ
の
後
隣
の
集
落
に
あ

る
神
明
社
に
共
に
出
郷
す
る
仲
間
と
集
っ
た
。
赤
い
襷た
す
きと
出
征
を
見

送
る
歓
呼
の
声
に
囲
ま
れ
、
前
田
氏
は
自
ら
軍
歌
の
音
頭
を
と
る
。

「
此
の
意
気
を
見
よ
」、「
神
よ
皇
軍
を
守
り
給
へ
。
其
の
声
は
全
国
民

の
祈
り
だ
」
と
記
述
は
続
き
、
応
召
し
た
前
田
氏
が
、
意
気
揚
々
と

出
征
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。

南
京
陥
落

　

大
口
村
を
出
発
し
た
前
田
氏
は
、
同
郷
の
仲
間
と
共
に
名
古
屋
第

三
連
隊
に
入
隊
し
た
。
射
撃
訓
練
や
兵
器
検
査
、
予
防
接
種
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
後
、
十
月
六
日
に
名
古
屋
を
出
発
し
た
。
七
日
、
使
役

兵
の
た
め
先
遣
隊
と
し
て
出
帆
し
、
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
十
一
日

に
揚
子
江
か
ら
上
陸
し
た
。
上
陸
後
の
『
前
田
功
日
記
』
に
は
、
腐

乱
死
体
を
見
か
け
た
こ
と
や
街
並
み
の
様
子
、
戦
闘
が
あ
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
、
生
々
し
い
記
述
が
目
立
つ
。

　

こ
の
頃
、
陸
軍
は
上
海
派
遣
軍
と
第
十
軍
の
指
揮
を
統
一
し
、
中

支
那
方
面
軍
を
編
成
し
た
。
こ
の
部
隊
は
、
十
二
月
十
日
に
南
京
へ

の
総
攻
撃
を
開
始
し
、
十
二
日
に
は
南
京
城
へ
の
入
城
と
掃
討
戦
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
三
師
団
の
う
ち
、
前
田
氏
が
属
す
る
歩
兵
第

六
連
隊
は
、
こ
の
南
京
攻
略
戦
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
入
城
も
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
会
報
に
依
り
敗
残
兵
の
身
体
験
査
を
な
す
。（
通
行
人
に
し
て
十

五
才
―
五
十
才
マ
デ
の
男
に
し
て
腕
に
予
防
注
射
の
跡
の
あ
る
者

は
皆
正
規
兵
と
の
事
で
厳
重
に
検
査
せ
り
）
本
日
の
み
に
て
も
数

名
発
見
せ
り
と
聞
く
。
午
后
五
時
南
京
占
領
の
萬
歳
を
三
唱
し
祝

賀
す
（
一
九
三
七
年
十
二
月
十
五
日
条
）

　

前
田
氏
は
、
敗
残
兵
の
発
見
と
そ
の
捕
獲
を
主
な
任
務
と
し
て
い

た
。
十
四
日
条
に
は
、「
南
京
遂
に
落
つ
」
と
見
出
し
を
つ
け
、
朝
日
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新
聞
の
南
京
入
城
を
報
じ
た
記
事
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
〇
年
分
の
日
記
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
除
隊
と
な
っ
た

経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
一
月
に
は
村
に
帰
郷
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
前
田
氏
は
そ
の
後
、
再
び
農
業
に
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
大
口
村

　

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
真
珠
湾
攻
撃
を
契
機
と
し
て
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。『
前
田
功
日
記
』
に
は
、「
今
暁
未

明
西
太
平
洋
に
於
て
、
米
英
と
戦
争
状
態
に
入
る
。
長
ら
く
呼
ば
れ

た
日
米
未
来
戦
は
、
遂
に
現
実
と
な
り
火
蓋
は
切
ら
れ
た
り
。
畏
く

も
英
米
に
対
し
宣
戦
の
詔
勅
下
る
」（
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
条
）

と
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
開
戦
と
共
に
ラ
ジ
オ
も
戦
局
を
伝
え
る
よ

う
に
な
り
、
国
全
体
で
戦
時
気
分
が
高
め
ら
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
大
口
村
で
は
一
七
四
名
の
戦

死
者
と
七
六
名
の
戦
病
死
者
を
出
し
た
と
さ
れ
る
。
帰
郷
後
、
大
口

村
に
て
農
業
に
従
事
す
る
前
田
氏
で
あ
る
が
、
戦
局
や
中
国
へ
出
征

し
て
い
る
郷
土
部
隊
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
日
記
に
思
い
を
綴
っ
て

い
る
。

　
我
郷
土
部
隊
、
重
信
部
隊
長
の
率
ゐ
る
江
西
省
に
作
戦
し
、
撫

州
も
崇
仁
も
宣
黄
も
占
領
、
猛
進
撃
を
重
つ
ゝ
あ
り
。
想
へ
ば
我

ら
の
部
隊
も
ず
い
分
と
躍
進
し
た
も
の
だ
。
南
昌
方
面
の
作
戦
に

出
る
と
は
夢
だ
に
思
は
な
か
っ
た
（
一
九
四
二
年
六
月
十
二
日
条
）

　
山
本
司
令
長
官
、
南
太
平
洋
上
に
於
て
機
上
指
揮
中
壮
烈
な
最

期
。
元
帥
に
列
し
国
葬
の
栄
、
大
勲
位
功
一
級
を
賜
ふ
。
昨
年
八

月
以
来
海
軍
も
相
当
な
激
戦
を
し
て
ゐ
る
よ
う
に
思
へ
て
居
た
か
、

遂
に
本
年
四
月
山
本
長
官
の
戦
死
を
見
、
国
民
斉
し
て
「
撃
ち
て

止
ま
む
」
の
意
気
昂
る
（
一
九
四
三
年
五
月
二
十
一
日
条
）

　
ア
ッ
ツ
島
に
血
戦
二
旬
、
山
崎
部
隊
長
以
下
二
千
数
百
名
遂
に

玉
砕
す
。
う
ら
み
は
深
し
。
ア
ッ
ツ
島
十
万
ヵ
位
に
余
る
敵
、
其

優
勢
絶
対
的
な
も
の
に
対
し
て
良
く
も
戦
っ
て
下
さ
っ
た
。
一
億

挙
っ
て
兄
ら
の
霊
を
安
ん
ぜ
ん
に
は
置
か
す
。「
撃
ち
て
止
ま
む
」

我
も
時
局
の
重
大
さ
を
つ
く
〳
〵
と
痛
感
。
ぢ
っ
と
し
て
居
ら
れ

な
い
よ
う
な
感
で
一
ぱ
い
だ
。
俺
で
間
に
合
ふ
な
ら
今
一
度
銃
か

執
り
度
い
（
一
九
四
三
年
五
月
三
十
日
条
）

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
日
本
の
戦
局
は
こ
う
着
状
態
に
陥
り
、
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次
第
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
。
ア
ッ
ツ
島
で
の
玉
砕
（
一
九
四
三
年

五
月
）
を
報
道
で
知
っ
た
前
田
氏
は
、「
我
も
時
局
の
重
大
さ
を
つ
く

〳
〵
と
痛
感
」
と
、
戦
局
の
悪
化
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ぢ
っ

と
し
て
居
ら
れ
な
い
よ
う
な
感
で
一
ぱ
い
だ
。
俺
で
間
に
合
ふ
な
ら

今
一
度
銃
か
執
り
度
い
」
と
、
再
び
前
線
に
立
つ
こ
と
を
望
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　

一
方
、
大
口
村
か
ら
出
征
し
た
兵
士
が
戦
死
し
、
英
霊
と
し
て
村

に
「
無
言
の
凱
旋
」（
一
九
四
三
年
十
二
月
十
九
日
条
）
が
増
え
、
前

田
氏
も
、
共
に
日
中
戦
争
を
戦
っ
た
仲
間
の
公
葬
に
も
参
列
す
る
よ

う
に
な
る
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
開
戦
当
初
は
戦
勝
を
重
ね
て
い
た
が
、

次
第
に
戦
局
が
悪
化
す
る
と
、
村
内
で
も
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
郷
部
隊
で
も
、
前
田
氏
の
同
年
代
の

仲
間
が
戦
死
し
、
村
で
の
公
葬
が
度
々
あ
っ
た
こ
と
が
『
前
田
功
日

記
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
前
田
氏
は
、
既
に
二
度
の
出
兵
経
験
が

あ
る
が
、
戦
局
の
悪
化
や
同
郷
部
隊
の
死
を
憂
い
、
も
う
一
度
前
線

に
戻
る
こ
と
を
望
む
程
で
あ
っ
た
。

農
・
商
業
に
対
す
る
意
識
の
揺
ら
ぎ

　

帰
郷
後
、
前
田
氏
は
戦
局
の
悪
化
や
同
郷
部
隊
の
「
無
言
の
凱
旋
」

を
嘆
き
な
が
ら
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
就
職

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
二
年
九
月
よ
り
名
古
屋
造
兵
廠
鷹

来
製
造
所
（
鷹た
か

来き

工こ
う

廠し
ょ
う）
に
就
職
し
た
。

　

鷹
来
工
廠
は
、
一
九
三
九
年
に
熱
田
製
造
所
の
分
工
場
と
し
て
愛

知
県
春
日
井
市
に
建
設
さ
れ
た
。
七
・
七
粍
（
黄
銅
製
）
や
九
九
式

普
通
実
包
を
製
造
し
た
工
廠
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
八
月
十

四
日
の
空
襲
で
は
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
工
廠
の
五
〇
％

が
被
災
し
た
。
戦
後
は
、
名
城
大
学
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
田
氏
は
、
鷹
来
工
廠
の
守
衛
と
し
て
就
職
し
、
隔
日
で
勤
務
を

し
て
い
る
。
時
に
は
、
枇び

杷わ

島じ
ま

市
場
へ
収
穫
物
を
出
品
し
て
か
ら
登

廠
す
る
な
ど
、
守
衛
勤
務
と
農
業
を
一
日
交
代
で
繰
り
返
す
日
々
が

続
く
の
で
あ
る
。

　
八
時
上
番
表
門
六
番
を
服
務
す
。（
中
略
）
自
分
の
心
に
鞭
を
あ

て
つ
ゝ
も
時
間
か
過
ぎ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
俺
は
思
ふ
、
せ
め
て

も
と
「
家
に
帰
っ
て
農
に
十
二
分
に
活
き
た
仕
事
を
な
さ
ん
と
」、

そ
れ
よ
り
今
の
俺
に
歩
む
道
な
し
（
一
九
四
三
年
四
月
二
十
三
日

条
）

　
我
村
も
皇
国
農
村
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
農
な
ら
農
、
勤
労
者
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な
ら
ば
勤
労
者
と
一
本
立
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
来
る
。
つ
ら
〳
〵

と
思
ひ
を
致
す
時
、
俺
は
農
に
戻
る
必
要
か
あ
る
を
感
ず
。
俺
の

境
遇
か
ら
割
り
出
す
と
ど
う
し
て
も
二
股
を
止
め
ね
ば
村
に
居
れ

な
く
な
る
や
ら
も
知
れ
な
い
（
一
九
四
三
年
八
月
一
日
条
）

　
入
職
以
来
満
一
ヶ
年
を
経
過
す
。
此
の
間
、
幾
度
か
退
職
し
て

農
に
帰
る
べ
く
決
心
し
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
か
、
ど
う
し
て
も

二
ヶ
年
は
勤
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
て
今
月
に
至
る
。
職
業
と
し

て
は
悪
い
と
は
思
は
ぬ
か
、
時
節
柄
増
産
の
道
を
一
手
に
引
受
け

る
か
本
当
で
な
い
か
と
思
ひ
、
又
夜
勤
は
ど
う
も
身
体
に
思
は
し

く
な
い
か
と
も
考
へ
、
今
迄
に
な
い
後
手
な
考
を
致
す
今
日
で
あ

る
。（
一
九
四
三
年
九
月
一
日
条
）

「
標
準
農
村
」
大
口
村

　

鷹
来
工
廠
に
就
職
し
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
一
九
四
三
年
を
迎
え

る
と
、
次
第
に
農
業
に
専
念
す
べ
き
か
、
と
い
う
悩
み
が
生
じ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
当
時
大
口
村
が
「
皇
国
農
村
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
我
村
も
皇
国
農
村
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
農
な

ら
農
、
勤
労
者
な
ら
ば
勤
労
者
と
一
本
立
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
来

る
」
と
述
べ
、「
俺
は
農
に
戻
る
必
要
か
あ
る
」（
一
九
四
三
年
八
月

一
日
条
）
と
決
心
し
て
い
る
。

　

前
田
氏
が
農
業
へ
と
専
念
す
る
背
景
に
は
、
戦
前
の
農
業
政
策
が

関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
四
三
年
四
月
七
日
、
農
林
省
農
村
計
画
委
員

会
は
、
標
準
農
村
設
定
要
綱
を
決
定
し
、
全
国
で
計
三
〇
三
町
村
が

指
定
さ
れ
た
。

大
口
村
も
標
準
農
村
に
指
定
さ
る
。
県
下
で
第
一
に
。
愈
よ
　
我

ら
農
民
も
皇
国
農
民
の
意
識
に
燃
へ
て
、
大
奮
斗
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
俺
も

の
寿
命
短
き
か
？
（
一
九
四
三
年
九
月
二
十
八
日
条
）

　
河
村
さ
ん
に
解
雇
し
て
貰
ふ
よ
う
申
出
す
。
し
か
し
、
ま
あ
暫

く
辛
抱
せ
よ
と
の
事
で
一
日
勤
務
に
服
す
を
決
心
し
東
門
に
服
務

す
。
河
村
さ
ん
は
大
口
村
の
事
情
（
標
準
農
村
）
故
、
帰
農
せ
ね

ば
な
ら
な
い
事
は
判
っ
て
ゐ
る
。
だ
が
、
簡
単
に
や
め
る
と
な
れ

ば
他
に
影
響
す
る
か
ら
左
様
心
得
よ
と
話
あ
り
（
他
に
転
向
し
た

い
者
多
数
あ
る
模
様
あ
り
。
此
の
点
幹
部
は
頭
を
痛
め
て
ゐ
る
。

（
一
九
四
三
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）

　
『
前
田
功
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
口
村
が
県
内
で
一
番
に
指
定
さ
れ

た
と
あ
り
、
前
田
氏
も
「
皇
国
農
民
の
意
識
に
燃
へ
て
、
大
奮
斗
せ
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ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
農
業
へ
の
熱
意
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
大
口
村
で
は
、
一
九
四
三
年
度
に
「
大
口
村
農
業
会
」
を
設

立
し
て
い
る
。
農
業
会
は
、
国
防
国
家
体
制
の
中
で
国
策
の
推
進
機

関
と
し
て
、
貯
蓄
の
増
強
・
食
糧
増
産
と
、
こ
れ
に
必
要
な
資
材
・

肥
料
な
ど
の
配
給
、
農
産
物
の
集
荷
、
供
出
な
ど
が
業
務
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
一
年
十
二
月
に
開
戦
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
村

内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
生
活
を
大
き
く
変
え
た
。
大
口
村
で
も
、

衣
料
切
符
制
が
開
始
さ
れ
、
米
な
ど
の
穀
物
類
や
金
属
の
供
出
が
定

め
ら
れ
た
。

　

特
に
一
九
四
三
年
は
、
前
田
氏
に
と
っ
て
、
ど
う
生
き
る
の
が
国

や
大
口
村
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
で
あ
る
の
か
、
苦
悩
す
る
一
年
で

あ
っ
た
。
日
中
戦
争
へ
の
出
征
経
験
や
、
同
郷
部
隊
の
活
躍
、
悪
化

す
る
戦
況
の
焦
り
か
ら
、「
今
一
度
銃
か
執
り
度
い
」
と
い
う
思
い
を

強
く
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
勤
務
す
る
鷹
来
工
廠
を
辞
め
、
農
業
一

本
で
生
き
て
い
き
た
い
気
持
ち
も
内
包
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
々

食
糧
難
と
な
っ
て
い
く
現
状
や
、
大
口
村
が
標
準
農
村
に
指
定
さ
れ

た
と
い
う
、
村
の
事
情
が
あ
っ
た
。
前
田
氏
は
、
供
出
の
割
当
を
決

め
る
会
合
に
出
る
な
ど
、
村
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
り
、
自
身
が
率

先
し
て
農
業
に
ま
い
進
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

三
明
神
社

　
『
前
田
功
日
記
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
三
明
神
社
（
３
―
２
―
２
）
は
、

大
口
町
大
御
堂
一
丁
目
三
十
番
地
に
現
存
し
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第

一
節
）。

　
戦
前
の
大
口
村
大
字
大
屋
敷
の
地
区
民
に
と
っ
て
、
こ
の
三
明
神
社
は

ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
前
田
氏
は
他
の
地
区
民
と
共
に
神
社
の

年
行
司
を
務
め
て
お
り
、
例
え
ば
六
月
に
は
、
神
社
の
寄
付
金
集
め
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
八
月
二
十
日
、
日
中
戦
争
の
た
め
中
国
へ

出
征
す
る
こ
と
と
な
っ
た
前

田
氏
は
、
家
を
出
発
す
る
と

ま
ず
三
明
神
社
に
参
拝
を
し

て
い
る
。
地
区
内
で
出
征
す

る
兵
士
に
と
っ
て
、
一
番
に

参
詣
す
る
神
社
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　
一
九
三
九
年
九
月
以
降
、

毎
月
一
日
を
興
亜
奉
公
日

と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

3-2-2　三明神社（2018年撮影）
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た
。
こ
れ
は
、
国
の
国
民
精
神
総
動
員
法
に
基
づ
く
施
策
で
あ
り
、
国
民

は
神
社
参
拝
や
宮
城
遥よ
う
拝は
い
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
の
日

記
で
は
、
興
亜
奉
公
日
に
は
、
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、
一
九
四
二
年
一
月
、
毎
月
八
日
を
大

詔
奉
戴
日
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
一
月
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　
大
詔
奉
戴
日
。
記
念
す
べ
き
此
の
日
、
各
戸
は
日
の
丸
掲
揚
。
三
明

社
に
於
て
大
詔
奉
戴
記
念
式
。
先
づ
大
詔
を
奉
読
、
其
后
武
運
長
久
祈

願
の
千
度
参
り
。
寒
気
凜り
ん

烈れ
つ

で
は
あ
っ
た
か
大
詔
を
拝
聴
し
て
居
る
う

ち
に
何
と
な
く
力
の
盛
り
上
が
る
も
の
が
あ
る
。（
一
九
四
二
年
二
月

八
日
条
）

　
旧
正
月
の
元
日
な
り
。
今
年
こ
そ
俺
は
大
地
を
踏
み
し
め
、
万
遺
憾

な
き
よ
う
進
み
度
い
。
先
ず
先
祖
に
決
意
を
告
げ
、
本
年
を
お
願
。
三

明
社
に
ぬ
か
ず
き
、
国
家
の
隆
昌
と
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
願
。

併
せ
て
我
家
を
護
ら
せ
給
へ
と
切
に
祈
念
す
。
二
の
宮
様
へ
は
小
雪
チ

ラ
ツ
ク
な
か
を
一
人
で
参
拝
す
。
此
処
で
も
戦せ
ん

捷し
ょ
うを
希
ふ
人
々
で
一
ぱ

い
で
あ
る
。（
一
九
四
二
年
二
月
十
五
日
条
）

　
前
田
一
君
戦
傷
の
報
に
三
明
社
前
に
全
区
民
集
合
、
快
癒
祈
願
を
行

ふ
。
再
起
奉
公
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
切
に
祈
る
。（
一
九
四
二
年
六

月
三
十
日
条
）

　
二
度
目
と
な
る
二
月
八
日
条
か
ら
は
、
大
口
村
大
字
大
屋
敷
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
戸
で
国
旗
を
掲
げ
、
三
明
（
神
）
社

に
地
区
民
が
集
い
、
大
詔
奉
戴
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
で
は
、
ま
ず

大
詔
を
拝
聴
し
、
そ
の
後
千
度
参
り
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
降
、『
前
田
功
日
記
』
を
見
る
と
、
毎
月
八
日
の
大
詔
奉
戴
日
に
は

三
明
神
社
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
二
月
十
五
日
は

旧
正
月
に
あ
た
る
が
、
こ
の
日
に
も
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
。

　
三
明
神
社
は
建
立
さ
れ
て
以
来
、
大
屋
敷
地
区
に
と
っ
て
の
拠
り
所
で

あ
っ
た
。『
前
田
功
日
記
』
で
は
、
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

下
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
三
明
神
社
が
登
場
し
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
屋
敷
地
区
か
ら
出
征
す
る
兵
士
に
と
っ
て
も
、

銃
後
の
村
民
に
と
っ
て
も
、
戦
時
中
の
三
明
神
社
は
、
精
神
を
支
え
る
た

め
に
必
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
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名
付
け
か
ら
見
る
戦
前
・
戦
後

　
前
田
功
氏
は
、
妻
輝
子
（
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
九
日
挙
式
、

十
一
月
十
九
日
婚
姻
届
提
出
）
と
の
間
に
五
男
を
も
う
け
て
い
る
。『
前

田
功
日
記
』
に
は
、
子
供
の
誕
生
や
名
付
け
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
が
、

名
前
の
由
来
に
は
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
第
一
子
か
ら
第
三
子
ま
で
の
名
付
け
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
子
は
、
一
九
四
二
年
十
二
月
十
二
日
に
誕
生
し
た
。
当
時
、
前
田

氏
は
、
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
鷹た
か

来き

工
廠
の
守
衛
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
。　

頭
に
第
二
世
の
名
を
あ
ゝ
と
も
思
ひ
こ
う
と
も
思
い
登
廠
。
ど
う
も

こ
れ
な
ら
と
は
決
心
か
つ
か
な
い
。
結
局
十
二
月
入
り
生
と
し
て
大
詔

奉
戴
一
周
年
よ
り
か
八
紘
一
宇
よ
り
か
名
を
得
る
の
が
最
も
意
義
か
深

い
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
子
の
幸
を
祈
る
の
に
余
り
で
仲
々
に
名
も
む

つ
か
し
い
（
一
九
四
二
年
十
二
月
十
四
日
条
）

　
我
二
世
に
紘
一
と
名
命
す
。
八
紘
一
宇
よ
り
名
を
採
り
。
八
紘
一
宇
、

大
精
神
ノ
モ
ト
聖
戦
カ
大
東
亜
各
地
ニ
展
開
サ
レ
テ
イ
ル
。
コ
ノ
大
理

想
ニ
完
遂
ス
ル
人
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
希
フ
余
リ
紘
一
ト
命
名
ス
（
一
九
四

二
年
十
二
月
十
九
日
条
）

　
前
田
氏
は
鷹
来
工
廠
へ
登
廠
し
な
が
ら
、
生
ま
れ
た
男
児
の
名
付
け
に

悩
む
姿
が
見
ら
れ
る
。
候
補
に
は
、「
大
詔
奉
戴
一
周
年
」・「
八
紘
一
宇
」

が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
「
大
詔
奉
戴
」
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
宣
戦
の
詔
勅
が
出
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
翌
年
一
月
二
日
の
閣
議
決
定
を
経
て
制
定
さ
れ
た
。

毎
月
八
日
を
記
念
日
と
し
、
同
月
八
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。『
前
田
功
日

記
』
に
よ
れ
ば
前
田
氏
は
、
大
詔
奉
戴
日
に
は
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
八
紘
一
宇
」
は
、
戦
時
中
、
対
外
侵
略
を
お
こ
な
う

日
本
の
精
神
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
紘
一
と
名
付
け
ら
れ
た
第
一
子
は
、
一
九
四
三
年
一
月
二
十

日
に
夭よ
う

逝せ
い

し
て
し
ま
う
。

　
次
に
前
田
家
に
男
児
が
誕
生
す
る
の
は
、
一
九
四
四
年
七
月
二
十
五
日

で
あ
っ
た
。
前
田
氏
は
日
記
に
、「
午
前
十
時
、
男
子
を
分
娩
す
。
幸
に

し
て
健
か
な
り
、
我
安
心
し
た
。
第
一
特
に
馳は

せ
向
ふ
か
出
来
得
る
」
と

記
し
、
第
二
子
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
る
。

　
三
十
一
日
に
な
る
と
、第
二
子
を
正
利
と
名
付
け
た
。
日
記
に
は
、「「
正

し
い
勝
利
」
の
一
語
よ
り
」
と
そ
の
由
来
を
書
い
て
い
る
。「
今
こ
そ
正

し
い
勝
利
を
獲
得
す
べ
き
秋
な
り
を
信
じ
て
。
勝
利
こ
そ
正
し
い
者
の
頭

上
に
輝
く
を
信
じ
て
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
頃
の
戦
局
は
、
六
月
十
五
日
に
サ
イ
パ
ン
島
に
米
軍
が
上
陸
、
七
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月
七
日
に
は
日
本
軍
が
玉
砕
し
て
い
る
。
日
記
に
は
七
月
十
八
日
条
に
て
、

大
本
営
発
表
の
模
様
を
書
い
て
い
る
。
前
田
氏
自
身
も
、
こ
の
頃
の
時
局

に
対
し
て
、

　
何
処
へ
行
っ
て
も
我
欲
の
話
の
み
で
、
時
局
戦
局
に
対
す
る
必
勝
の

信
念
の
無
い
の
に
情
な
さ
を
感
ず
。
果
し
て
こ
れ
で
良
い
の
で
あ
ら
う

か
。
今
な
を
第
一
線
で
苦
戦
し
て
ゐ
る
戦
友
を
思
ふ
と
た
へ
ら
れ
な
い

想
な
り
。（
一
九
四
四
年
七
月
十
二
日
条
）

　
と
述
べ
て
お
り
、
戦
勝
祈
念
と
、
郷
土
部
隊
が
前
線
で
戦
っ
て
い
る
こ

と
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
の
勝
利
を
願
っ
て

正
利
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
八
月
三
日
に
夭
逝
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
に
生
ま
れ
た
子
供
の
名
付
け
に
は
、「
八
紘
一
宇
」

や
「
大
詔
奉
戴
」、「
戦
勝
」
と
い
っ
た
、
戦
局
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　
戦
後
、
前
田
家
に
男
児
が
誕
生
す
る
の
は
一
九
四
六
年
八
月
十
五
日
、

奇
し
く
も
終
戦
か
ら
一
年
た
っ
た
日
で
あ
っ
た
。

　
男
子
出
生
す
。
午
前
九
時
に
。
今
度
の
は
格
別
に
元
気
か
好
さ
そ
う

な
り
。
何
と
か
し
て
大
き
く
成
人
さ
せ
度
い
。
名
も
善
隣
友
好
の
友
好

と
着
け
た
い
と
思
ふ
（
一
九
四
六
年
八
月
十
五
日
条
）

　
名
を
新
生
と
命
名
す
。
八
月
十
五
日
生
れ
な
の
で
新
生
日
本
の
意
味

を
以
て
、
し
か
も
俺
と
し
て
今
度
こ
そ
は
育
て
上
け
る
覚
悟
な
の
で
新

し
い
出
発
点
と
名
付
け
た
訳
だ
。
一
寸
珍
ら
し
い
名
な
り
。（
中
略
）
新

生
の
幸
あ
れ
。
俺
か
新
生
と
決
心
し
た
ま
で
に
は
二
つ
名
か
あ
っ
た
。

新
生
日
本
と
善
隣
友
好
な
の
だ
。
結
局
八
月
十
五
日
を
記
念
す
る
と
共

に
、
此
の
子
こ
そ
俺
の
新
生
な
り
と
考
へ
て
（
一
九
四
六
年
八
月
二
十

一
日
条
）

　
終
戦
か
ら
一
年
経
っ
て
、
前
田
氏
は
名
前
の
候
補
に
「
新
生
日
本
」
と

「
善
隣
友
好
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
新
生
日
本
」
は
、
戦
後
日
本
が
復
興
す

る
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
し
、「
善
隣
友
好
」
と
は
、
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
諸
外
国
と
友
好
的
な
関
係
を
結
び
直
そ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
中
の
「
八
紘
一
宇
」
や
「
大
詔
奉
戴
」、「
正
し
い

勝
利
」
と
い
っ
た
、
戦
局
や
日
本
の
戦
勝
を
祈
念
す
る
名
付
け
か
ら
、
敗

戦
後
の
日
本
が
復
興
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
へ
と
、
変
化
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
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三
度
目
の
応
召

　

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
六
月
十
五
日
、
三
十
一
歳
で
あ
っ
た

前
田
氏
は
鷹た
か

来き

工こ
う

廠し
ょ
うを

退
職
し
た
。
退
職
後
は
「
皇
国
農
民
」
と
し

て
食
糧
増
産
に
努
め
る
筈は
ず

で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
再
度
、
応
召
さ
れ

る
。
こ
の
年
の
年
末
に
は
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
「
昭
和
一
九
年
を

送
る
。
今
年
は
造
兵
廠
も
や
め
、
専
ら
食
糧
増
産
に
挺て
い

身し
ん

せ
ん
と
し

て
地
力
増
進
に
鋭
意
力
を
注
い
で
ゐ
た
の
に
、
八
月
応
召
と
な
り
、

母
と
輝
子
と
に
任
す
事
と
な
っ
た
。
女
の
み
二
人
で
ず
い
分
と
苦
労

し
た
ら
し
か
っ
た
」（
一
九
四
四
年
十
二
月
三
十
一
日
条
）
と
述
べ
て

い
る
。

　

今
度
は
内
地
勤
務
で
あ
り
、
当
初
は
初
年
兵
の
教
育
を
担
当
し
て

い
た
が
、
十
月
二
十
九
日
に
飛
行
場
大
隊
の
編
成
員
と
し
て
、
豊
場

に
あ
る
豊
場
飛
行
場
（
現
県
営
名
古
屋
空
港
）
に
赴
い
た
。
そ
し
て

十
一
月
中
旬
、
淡
路
島
の
榎え

列な
み

に
駐
屯
し
、
経
理
室
勤
務
で
販
売
所

委
員
助
手
と
な
っ
た
。
み
か
ん
や
酒
、
煙
草
と
い
っ
た
様
々
な
食
糧

を
手
配
し
、
部
隊
に
分
配
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

終
戦
と
帰
郷

　

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
正
午
、
前
田
氏
は
、
兵
庫
県
淡
路
島
で

終
戦
を
迎
え
た
。

　
大
東
亜
戦
争
遂
に
終
る
。
我
血
涙
を
呑
む
。
此
の
日
正
午
天
皇

陛
下
御
親
し
く
マ
イ
ク
に
立
た
せ
ら
れ
、
国
民
に
注
ぐ
と
の
題
目

勅
詔
を
下
さ
る
。
丁
度
井
上
旅
館
に
来
て
ゐ
て
襟
を
直
し
て
拝
承

し
た
が
、
此
の
無
条
件
降
伏
は
心
外
で
あ
り
残
念
な
る
も
こ
れ
以

上
抗
戦
も
出
来
ず
、
日
本
民
族
の
タ
メ
と
の
聖
諭
な
り
臣
ら
一
億

血
涙
と
共
に
恐
懼
只
々
再
建
の
為
全
力
を
尽
さ
ん
を
誓
ふ
。
俺
の

思
ふ
に
結
局
は
戦
力
の
差
で
あ
り
、
我
ら
矢
折
弾
丸
尽
き
て
な
を

残
っ
た
者
斉
し
く
東
洋
へ
を
忘
れ
ず
大
日
本
を
建
設
の
必
要
あ
り

を
痛
感
す
（
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
条
）

　

出
張
先
の
大
阪
に
あ
っ
た
井
上
旅
館
で
、
襟
を
正
し
て
放
送
を
聞

い
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
無
条
件
降
伏
の
理
由
を
、「
結
局
は
戦
力
の

差
」
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
我
ら
矢
折
弾
丸
尽

き
て
な
を
残
っ
た
者
斉
し
く
東
洋
へ
を
忘
れ
ず
大
日
本
を
建
設
の
必

要
あ
り
を
痛
感
す
」
と
述
べ
、
既
に
戦
後
の
国
の
あ
り
方
を
考
え
る

な
ど
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
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八
月
二
十
四
日
、
前
田
氏
は
除
隊
と
な
り
、
三
十
一
日
に
は
大
口

村
に
帰
郷
し
た
。
親
戚
回
り
な
ど
を
終
え
、
九
月
三
日
か
ら
は
米
の

配
給
を
受
け
、
農
作
業
に
従
事
し
始
め
た
。

戦
後
の
政
策
に
対
す
る
意
識

　
早
や
く
も
10
月
と
な
る
。
世
相
も
愈
よ
深
刻
に
な
っ
て
来
た
よ

う
だ
。
内
閣
も
施
策
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
ど
う
や
ら
短
命
内
閣
の

模
様
な
り
。
政
局
不
安
定
で
山
積
せ
る
諸
問
題
及
施
策
か
案
ぜ
ら

れ
る
。
ど
う
や
ら
玉
砕
し
て
も
無
条
件
降
伏
で
も
同
じ
に
結
果
は

な
る
よ
う
だ
（
一
九
四
五
年
十
月
一
日
条
）

　
思
ひ
起
す
大
詔
奉
戴
日
な
り
。
本
八
日
未
明
に
眞
珠
湾
の
攻
撃

の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
り
。
此
の
日
大
き
な
失
手
か
打
た
れ
、
日
本

民
族
が
暗
黒
面
に
落
さ
れ
た
の
だ
。
今
日
の
新
聞
に
は
米
軍
司
令

部
の
発
表
に
よ
る
第
二
次
戦
乱
の
始
め
よ
り
の
奉
天
事
件
よ
り
、

ミ
ゾ
リ
ー
停
戦
協
定
迄
の
記
事
か
出
る
。
日
本
と
し
て
実
に
残
念

な
事
だ
（
一
九
四
五
年
十
二
月
八
日
条
）

　
日
本
史
上
の
大
変
革
の
年
。
敗
戦
と
言
ふ
現
実
の
前
に
、
何
も

か
も
破
壊
さ
れ
新
ら
し
い
民
主
主
義
的
に
生
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

国
家
的
に
は
天
皇
制
廃
止
の
論
も
出
、
経
済
的
に
は
財
産
税
と
か

利
得
税
な
ど
で
空
前
の
イ
ン
フ
レ
を
防
か
ん
と
し
て
ゐ
る
。
一
方

主
要
食
糧
の
米
は
四
十
年
振
り
の
不
作
で
供
出
も
容
易
で
は
な
い
。

社
会
的
の
不
安
益
々
深
刻
の
度
を
増
し
て
行
く
ば
か
り
な
り
（
一

九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
条
）

　

農
業
の
道
に
戻
っ
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
戦
後
の
内
閣
に
つ
い
て
、

意
見
を
書
き
留
め
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
十
月
一
日
に
は
、

戦
争
に
つ
い
て
玉
砕
で
も
無
条
件
降
伏
で
も
結
果
は
同
じ
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
る
。

　

同
年
十
二
月
八
日
、
大
詔
奉
戴
日
に
つ
い
て
思
い
を
綴つ
づ

っ
て
い
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
を
思
い
起

こ
し
、「
此
の
日
大
き
な
失
手
か
打
た
れ
、
日
本
民
族
が
暗
黒
面
に
落

さ
れ
た
」
と
評
価
す
る
。
開
戦
当
初
の
高
揚
し
た
戦
争
へ
の
熱
意
と

比
べ
、
意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

社
会
党
へ
の
期
待

　

一
九
四
六
年
四
月
、
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
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新
日
本
建
設
の
日
。
民
主
日
本
を
世
界
に
表
現
す
る
日
な
り
。

早
朝
よ
り
出
足
早
く
予
想
以
上
の
好
成
績
の
投
票
振
り
な
り
。
で

も
ま
だ
旧
勢
力
を
婦
人
連
ま
だ
無
意
識
に
支
持
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。

全
く
婦
人
連
は
駄
目
な
り
。
我
家
は
全
部
社
会
党
（
一
九
四
六
年

四
月
十
日
条
）

　
今
日
は
愈
よ
開
票
な
り
。
民
主
日
本
の
政
治
分
野
の
決
定
す
る

日
な
り
。
情
報
は
、
俺
の
言
ふ
社
会
党
は
第
三
党
な
り
と
。
依
然

と
し
て
民
衆
は
頭
か
変
ら
ぬ
ら
し
い
。
正
午
の
報
道
に
早
く
も
尾

崎
行
雄
と
女
の
代
議
士
と
し
て
　
　
　
　
氏
か
決
定
す
。
我
区
も

晩
方
に
至
り
加
ト
勘
〔
加
藤
勘
十
　
日
本
社
会
党
〕
ト
ッ
プ
で
白

木
か
続
い
て
ゐ
る
（
一
九
四
六
年
四
月
十
一
日
条
）

　　

四
月
十
日
の
投
票
日
、
前
田
氏
は
「
新
日
本
建
設
の
日
。
民
主
日

本
を
世
界
に
表
現
す
る
日
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
戦
後
初
の
総
選

挙
へ
の
関
心
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
社
会
党
を
支
持
し
て
お
り
、
新

し
い
「
民
主
日
本
の
政
治
分
野
」
は
、
社
会
党
に
担
っ
て
欲
し
い
よ

う
で
あ
る
。

　

兵
士
の
身
で
終
戦
を
迎
え
た
前
田
氏
は
、
戦
争
に
対
し
て
、
敗
戦

の
原
因
を
戦
力
の
差
で
あ
る
と
考
察
し
、
政
府
に
対
し
て
責
任
を
問

う
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
の
年
末
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
の
契
機
と
な
っ
た
真
珠
湾
攻
撃
を
、
日
本
が
「
暗
黒
面
」

に
落
ち
、
大
き
な
「
失
手
」
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
た
。
日
中
戦
争

や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
時
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
厳
し
い

評
価
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
興
味
深
い
の
は
、
前
田
家
が
戦
後
初
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

社
会
党
に
投
票
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
立
ち
直
り
を
早

い
う
ち
か
ら
考
え
、
民
主
主
義
の
体
現
の
た
め
に
社
会
党
を
推
し
た
。

『
前
田
功
日
記
』
に
は
、
こ
の
他
、
天
皇
制
や
貨
幣
制
度
、
憲
法
な
ど

に
も
言
及
し
た
記
述
も
見
ら
れ
た
。

『
前
田
功
日
記
』
か
ら
見
え
る
も
の

　
『
前
田
功
日
記
』
は
、
戦
前
に
大
口
村
に
生
ま
れ
育
っ
た
、
農
民
の

日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
を
読
み
解
く
と
、
戦
前
・
戦
後
に
か
け
て

の
大
口
村
や
暮
ら
し
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
前
田
氏

の
出
兵
中
に
は
、
戦
地
の
様
子
を
は
じ
め
、
戦
場
の
最
前
線
に
立
っ

た
一
兵
士
の
、
生
々
し
い
戦
闘
記
録
が
残
る
。

　

一
九
三
七
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
に
よ
り
、
前
田
氏
は
第
三
師

団
歩
兵
第
六
連
隊
と
し
て
、
中
国
へ
出
兵
し
た
。
村
を
出
る
日
、
日

記
に
は
「
吾
か
意
気
を
見
よ
」
と
書
き
留
め
、
意
気
揚
々
と
故
郷
を
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出
発
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
の
一
九
四
五
年
十
二
月

八
日
に
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
日
本
国
民
は
「
暗
黒
面
」
に
落

と
さ
れ
た
、
と
戦
争
へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
二
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
が
あ
っ
た
。
大
口
村

を
含
む
愛
知
県
は
、
名
古
屋
第
三
師
団
に
属
し
た
が
、
こ
の
師
団
は

大
き
な
被
害
を
出
し
て
お
り
、
村
内
で
も
戦
死
者
の
公
葬
が
し
ば
し

ば
お
こ
な
わ
れ
た
。
前
田
氏
は
、
村
に
あ
っ
て
も
、
郷
土
の
仲
間
の

死
を
受
け
止
め
、
日
記
に
残
し
て
い
た
。

　

一
方
、
戦
争
に
よ
っ
て
村
の
様
子
が
変
化
し
た
こ
と
も
、
前
田
氏

の
意
識
に
影
響
を
与
え
た
。
特
に
、
一
九
四
三
年
に
村
が
標
準
農
村

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
既
に
米
を
は
じ
め
様
々
な
供
出
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
も
と
帰
農
を
考
え
始
め
た

の
で
あ
る
。

　

戦
前
の
村
の
様
子
は
、
村
が
発
行
し
た
公
報
や
回
覧
板
、
新
聞
記

事
な
ど
か
ら
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
前
田
功

日
記
』
は
、
大
口
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
一
農
民
の
日
記
で
あ
り
、
住

民
の
立
場
か
ら
村
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

個
人
の
日
記
は
各
地
方
自
治
体
に
寄
贈
さ
れ
、
地
方
史
の
研
究
と

し
て
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
前
田
功
日
記
』
に
つ
い
て
も
、

ご
子
息
で
あ
る
前
田
新
生
氏
が
、
大
口
町
へ
寄
贈
し
た
。
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